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Σ．序論 

 

一般的にイン࡯ࡀ࠻ションޔߪ疑問文の場合ߪ਄᣹とޔࠅߥᐔ叙文の場合ߪ非਄᣹とߥるといわࠇ

ている。とこޔ߇ࠈ杉浦㧔1997㧕においてޔ疑問文ߢ現ࠇる߈ߴ場所にޠ޼ߛࠎߥ～ޟޔのࠃうߥ疑

問文の形式ߥߪߢい文型とޔਅ降イン࡯ࡀ࠻ションとの組み合わ߇ߖ現ࠇること߇指摘さࠇている。

杉浦ߪこࠇをޟฃけ入ࠇのイン࡯ࡀ࠻ションޠと๭びޟޔ消極的ߥฃけ入ޟߢޠࠇその情報に発話の

直前に初めて気߇ついたޠ場合に発話さࠇると指摘ߒている。 

こࠇに類似ߔる例とߒてޟޔい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎ と発話さࠇた際ޔ聞߈手ޟߪ発話者自身߇帰るこ

とをት言ߒていると್断ߔるޠ場合とޟޔ話ߒ手ࠄ߆帰るのߤ߆う߆を዆ࠇࠄߨたと್断ߔるޠ場合

のੑつのฃけ取ࠅ方をߔること߇ある。このࠃうߥ認識の差߇起こる要因とߒてߪ文ᧃの音調差とޔ

この文࠳ࡁޟ߇文ߢޠあること߇関わߞていること߇大߈いࠃうに思わࠇる。߹たޔ杉浦の例߽ࡁޔ

 。あるߢ߈ߴるߔあることに注意ߢ文࠳

そこޔߢ本Ⓜ࠳ࡁߪߢ文と音調との関係についてޔ仮説をੑ点たてޔ発話実験を行い分析ߒていく。 

 

㧝㧚ޠߛࠎ～ޟという形式の࠳ࡁ文においてޔߪイン࡯ࡀ࠻ションの形式ߪ一般的ߥ認識と異ޔࠅߥ

ਅ降調߇質問にߥるのߥߪߢい߆。 

㧞㧚質問に答える形ߪޟߢい㧛いいえߢޠ返答ߔるޔ߆相手߇帰ることを認識ߒて応答ߔる߆の差

  。߆いߥߪߢているのߞ関わ߇文ᧃ音調ޔߪ
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このੑつの仮説を踏߹えޔ本研究ߪߢ文法的ߥ解釈を行ߞた਄ߢ発話実験を行いޔ実際の発話にお

いてߤのࠃうߥ音調の特ᓽ߇みࠇࠄるの߆᣿߆ࠄにߒたい。 

 

Τ．先行研究  

 

㧝．先行研究と本稿との関連 

本Ⓜޟߪߢい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎという文を中心にޔイン࡯ࡀ࠻ションと疑問文との関係に着目ߔる

文࠳ࡁというޠߛࠎ～ޟޔ߫ࠇߔい。文ᧃの形式に注目ߥࠄ߹音ჿ学の範࿐のみに෼ߪこの問題ޔ߇

の変異形߇関わߞていること߇分߆る。そこߢ本章ޟޔߪߢイン࡯ࡀ࠻ションޟޠ疑問文࠳ࡁޟޠ文ޠ

のਃ領域についてవ行研究をᢛ理ߒていく中ޔߢそࠇߙࠇの領域同士と本研究の૏置ߠけを᣿߆ࠄに

 。ていくߒ

 

㧞．イン࡚ࠪ࡯ࡀ࠻ンの研究  

日本におけるイン࡯ࡀ࠻ションの研究ޔߪ言語学ޔ日本語学の領域ߪߢ非࡜ンࠣ的ߢあるとの理由

ション研究に省察を࡯ࡀ࠻たインߒる㧔城生㧔2007㧕㧕。こうࠇたといわ߈てࠇく等閑視さࠄ長ࠄ߆

加えޔ積極的に取ࠅ組߽ߛࠎのとߒて金↰一春彦㧔1951㧕等߇あࠇࠄߍる。߹たޔ近年ޔߪߢ杉藤美

代子⋙ୃ㧔1997㧕ޔ㇭ผ郎㧔2003㧕߽ߤߥあࠃޔࠅう߿く゠㆏に乗ࠅ始めたといわࠇている。 

網 ㇭㧔2003㧕ޔ߽ߢන語ࠢࠕセンߪ࠻様々ߥ観点ࠄ߆の研究߇盛ࠎに行わࠇて߈たのに対ޔߒイン࠻

セࠢࠕޔߕ߹てߒある。この原因と߇たとの指摘ߞ߆ߥ引いてこࠅ߹研究者の興味をあߪション࡯ࡀ

ン࠻に比ߴてイン࡯ࡀ࠻ションߪ聞߈取߇ࠅ難ߒい点にあることを指摘ߒている。߹たޔ㇭ޔߪ文ᧃ

にޔߪ文の表現意࿑あるいࠖ࠹࡝࠳ࡕߪの一部に対応ߔる複数の音調߇現ࠇることを指摘ߒている。

あߢ現状߇いのߥ߇定説ޔࠅ諸説あߪについて߆ある߇の߽ߥうࠃのߤ東੩語の文ᧃ音調にޔߒ߆ߒ

ᓥ来の文ᧃ音調の分類ޔߪߢる。そこߔあるとߢ共通理解߇ޠけߛることߔ਄᣹߇疑問文ᧃየޟޔࠅ

 。るࠇ指摘さ߇たこと߈てࠇ行わߕࠄ終助詞類の有無に関わߪ

文ᧃ詞とイン࡯ࡀ࠻ションの関わࠅについての代表的ߥ研究とߒてޔ杉藤㧔2001㧕߇あࠇࠄߍる。

そこޔߪߢ終助詞ޠߨޟのイン࡯ࡀ࠻ションについてޔ聞߈手෻応を求めるޠߨޟとޔ自己確認のޠߨޟ

࠻のインޠߨޟߪߢている。この実験ߞ合成音ჿを用いて聴取実験を行ޔ߆るࠇうに඙別さࠃのߤ߇

nޔションを࡯ࡀ の始点ࠄ߆਄᣹ߒ始める場合とޔe の始点ࠄ߆਄᣹を始める場合との 2 種類に分けޔ

合成音ჿをそࠇߙࠇ 11 種類ߕつ作成ޔߒ知覚実験を行ߞた。 その結果ޔ਄᣹のᐲ合いをਅߍることに

 。たࠇ指摘さ߇ることߔ移行߇へ意味ޠޠߨޟ自己確認のޟࠄ߆ޠޠߨޟ手෻応を求める߈聞ޟޔࠅࠃ

߹たޔ森山㧔2001㧕ޔߪ文ᧃの߇ޠߨޟ確認要求とߒての機能をߪたߔイン࡯ࡀ࠻ションの境界に

ついて調査ߒた。そこ߭ޔߪߢとつのイン࡯ࡀ࠻ションに対ߒてޔ全員߇同ߓ解釈をߔるという結果

てߒ確認要求と߇ޠߨޟションの࡯ࡀ࠻਄᣹インߥ᣿示的ޔࠄ߆回答者の分Ꮣޔ߇たߞ߆ߥࠇࠄ得ߪ
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解釈さࠇること߇指摘さࠇる。  

さࠄにޔ木部㧔2010a,b㧕1
ߞとの考察を行ߏ諸方言ޔという点ついて߆否߆਄᣹調ߪ疑問文ޔߪߢ

ている。本Ⓜ第 1 章߽ߢ述ߴた通ޔࠅ一般に疑問文の文ᧃߪ਄᣹調にߥるといわࠇている。たとえ߫

ਅ降調ޔߢ共通語ޟߢこߪࠇ何ޠ߆ߔߢと言ߞた場合ޟߪป⽿ߥ࡞࠳࡯ࡕߤߥޠ意味を含ߛࠎ疑問文

とߥる。こࠇに対ߒ日本語諸方言にߪ文ᧃに਄᣹ߥߒい方言߇あޔࠅ鹿児島方言ߪߢ਄᣹調にߥると

た日本ߒる。こうߥた疑問文にߞ加わ߇意味ߥ࡞࠳࡯ࡕの߆ࠄ何ߤߥޠ強い回答要求ޟޠ強い疑問ޟ

語諸方言を見渡ޔߒ疑問文の文ᧃ音調について方言ߏとの類型化を指摘ߒている。 

網 本研究と関ㅪのある東੩方言の場合ޔ疑問を表ߔ語形式の有無に関わޔߕࠄ文ᧃ߇਄᣹調とߥる。

例をあߍるとޟޔ⮎を飲߆߻㧛飲み߹ޠ߆ߔといߞた場合ޔ文ᧃの਄᣹調のとߛ߈け疑問文とޔࠅߥ

ਅ降調のとߪ߈話ߒ手を納得さߖる文とߥる㧔木部 2010b㧕。このことޔࠄ߆木部㧔2010b㧕ߪ東੩

方言のޟߪޠ߆ޟ疑問ߥߪߢޠくޔ渡辺㧔1971㧕2
の示ޟߔ自分の⽿任್ߪߢ断߇つߨ߆߈ることޠ

を表ߔと指摘ߒている。 

網 以਄の通ࠅ਄᣹調と疑問文の関係ߪ基本ߢあるޔ߇そうߥߪߢい例߇あることを確認ߒた。近年ߢ

におけるࠅ文ᧃ詞との関わ߿終助詞ޔくߥߢけߛションの型の機能について࡯ࡀ࠻インߥ一般的ޔߪ

機能変化についてޔ機械を用いた実験を行いޔቴ観的に論ࠇࠄߓて߈ている。本Ⓜޔ߽ߢイン࡯ࡀ࠻

ションの実態を捉えޔ߽ࠄ߇ߥ文߿文ᧃ詞の文法਄の機能について߽ᢛ理ߒておく必要߇あるといえ

る。 

 

㧟．疑問文の研究   

い。そߥていࠇ߹含ߪ得る要素ࠅߥ文法的に疑問文とޔߪという文においてޠߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ

実在߇手に回答を求めていたということ߈聞ߪ発話者ޔうにࠃた発話のߴవに述ޔߕࠄわ߆߆に߽ࠇ

 。ていくߒᢛ理߆た߈てࠇうに研究さࠃのߤޔけについてߠ૏置߿疑問文の諸相ߪߢる。本節ߔ

仁↰㧔1991㧕ߪ発話・伝㆐のࠖ࠹࡝࠳ࡕのਅ૏分類をޔ㧨働߆߈け㧪㧨表出㧪㧨述ߴ立て㧪㧨問い

㧨現象ឬ写文㧪㧨್定文㧪㧨疑いの文ޟߪ立て㧪にߴ㧨述ޔている。߹たߒに仮定ࡊけ㧪の四タイ߆

㧪のਃつのタイ߇ࡊ仮定さࠇるޠ㧔仁↰ 1991網 p.34㧕とߒてޔこのਃつのタイࡊとޟ聞߈手のሽ在ޠ

との関わࠅについてޔ聴߈手への伝㆐意࿑を必߽ߒߕ前ឭとߥߒいタイߢࡊあることを指摘ߒている。

現象ឬ写文್߿断文にとߞてߪ伝㆐意࿑の有無ߪ必須・㊀要条件ߥߪߢいのに対ޔߒ仁↰ޔߪ㧨述ߴ

                                                           
1
方言との関わࠅについて木部暢子㧔2003㧕ޔߪߢ例え߫質問を表ߔ文ᧃ詞ޔߪޠࠞޟ鹿児島方言ߪߢਅ降調ߪߢ

᥉通の質問文とޔࠅߥ਄᣹調ߪৼካߢ配慮のある質問߹たߪ強い回答要求の質問を表ߔと指摘ߒている。一方ޔ東

੩方言ߪޠࠞޟߪߢ਄᣹調のᤨのみ߆ߒ質問にޔߕࠄߥਅ降調ߪߢ納得を表ߔという。 
2 渡辺実㧔ޡ国語構文論1971ޢ㧕߇ޠ߆ޟޔߪ必߽ߒߕ疑問を表ߔὑߥߪߢくてޟޔ相手の⽿任においてਅさࠇた

್定を要求ߔるために߽用いࠇࠄるޠことを指摘ߒている。ޠ߆ޟの本質についてޟޔߪ自್ࠄ定の⽿を⽶わޔߕ

ޔ多いことについて߽߇ることࠇ疑問の陳述に現ޔている。߹たߴあると述ߢことޠるߔ相手の್定に依ሽࠈߒ߻

 ている。㧔p.142㧕ߴと述ޠいߥࠄߥに他ࠄ߆るߥ最߽自然に疑問の陳述に߇相手の್定への依ሽޟ
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立て㧪の疑いの文にޟޔߪ相手たる聞߈手への積極的ߥ伝㆐意࿑を有ߒていߥいことޔ߇㊀要ߥ要件

 。ているߒと指摘ޠあるߢ

ここߢ㊀要ߥのޔߪ㧨述ߴ立て㧪と㧨問い߆け㧪との関係性߇あることߢある。つ߹ޟޔࠅ聞߈手

への伝㆐の意࿑ޠを含߻ことにߞࠃてޔ㧨述ߴ立て㧪といߞた発話伝㆐のࠄ߆ࠖ࠹࡝࠳ࡕ㧨問い߆け

㧪の発話・伝㆐のࠖ࠹࡝࠳ࡕへと移行ߒていく。述ߴ立てとߒての疑いの文と್断の問い߆けの文と

 。ているߒ共通性を有ߥ߈いる点において大ߢࠎた言表事態への捉え方を含ߞ共に㧨疑い㧪といޔߪ

両者ޔߪ発話・伝㆐のࠖ࠹࡝࠳ࡕのあࠅ方の㆑いߪࠄ߆分けて考えࠇࠄるޔ߇共通ߔるとこ߇ࠈ多

くޟޔ疑問表現の諸タイޠࡊとߒて߽考えࠇࠄる。疑問表現ߪ問い߆けの対象ߤ߇こにある߆にߞࠃ

てޔ大߈くޔ問い߆けの対象を言表事態の中に有ߒている㧨್断の問い߆け㧪と್ޔ断の問い߆け߆

。る߈ߢ߇る߽のに分けることߔに属ࡊた㧨疑いの文㧪のੑつタイߒ落・希薄化ᰳ߇け性߆問いޔࠄ

߹たޔ不᣿ߞߛたことޔ߇発話終了ᤨに了解・納得さࠇているޔといߞたタイࡊの文をޔ㧨自問納得

㧪と称ޔߒそのタイߪࡊ通常ਅ降イン࡯ࡀ࠻ションߢ発ࠇࠄߖることを指摘ߒている。 

網 疑いを含ߛࠎ文ޟ߇積極的に聞߈手を前ឭとߔるޠ発話・伝㆐のߢࠖ࠹࡝࠳ࡕ発ࠇࠄߖたの್ޔ߇

断の問い߆けߢある。自ࠄਅߒた್断に対ߔる聞߈手ࠄ߆の確認・同意を求める㧨疑似疑問㧪ޔߪ㧨

್断の問い߆け㧪と述ߴ立ての一種たる㧨್断文㧪との間に૏置ߔる߽のߢある。仁↰㧔1991㧕ޔߪ

㧨述ߴ立て㧪ߪ必߽ߒߕ聞߈手のሽ在を前ឭとߥߒいߛけޟޔߢ理事長ࡂ彼࠺ス࡛。ޠのࠃうにޔ聞

 。るߔいと指摘ߥる場合߽少ࠇࠄߖ手目当てに発߈

߹たޔ疑問文と文ᧃ詞ޠ࠳ޟとの関係について森Ꮉ㧔2009㧕ߪ疑問文の分類とߒてޔ話ߒ手߇聞߈

手に返答を求めるタイࡊの情報疑問文と話ߒ手߇聞߈手に情報を求めߥいタイࡊの非情報疑問文につ

いて述ޔߴイン࡯ࡀ࠻ションとの関係について指摘ߒている。 

 

網 網 網 網 網 表㧝網 疑問文の分類とイン࡯ࡀ࡯࠻ションのࡄタ࡯ン 

 wh 疑問文の場合 Y-N 疑問文の場合 

情報疑問文 ύ㧔ώ㧕㧔਄᣹・ਅ降と߽㧕 網 網 ύ㧔਄᣹㧕 

非情報疑問文 網 網 ώ㧔ਅ降㧕 網 網 ώ㧔ਅ降㧕 

 

例え߫ޟޔ誰߇行ࠞߔ߹߈㧫[ώ]ޠ と非情報疑問疑問文ߢいߞた場合にߪ⑳ޟޔߪ行ޠࠎߖ߹߈の

ションを伴え࡯ࡀ࠻਄᣹調インޔ伴い߇ション࡯ࡀ࠻ਅ降インߪߢる。 非情報疑問文ߥ意味にߥうࠃ

 。ているߒることを指摘ߥ情報疑問文とޔ߫

こうߒた研究に照ߒࠄ合わߖてみるとޔ本Ⓜߢ問題とߔるޟい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎという文ޔ߇න純

 。るࠇうに思わࠃているߒ関係߇ޠけ߆断の問い್ޟޔくߥߪߢ質問ߥ
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㧠．ޟノ࠳文ޠの研究  

本研究の最初の疑問点とߥるޟい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎという文の性質についてޟޔ確認要求ޠの࠳ࡕ

る。日本語におࠇࠄ考え߇ていることߞ関わ߇文࠳ࡁޔてߒその要因の一つとޔ強く߇の要素ࠖ࠹࡝

いて࠳ࡁޟ文ߪޠ㗫繁に用いࠇࠄる文ᧃ形式ߢあޔࠅこߢ߹ࠇ数多く研究さࠇて߈た。 

そこ࠳ࡁޔߢ文についてこߢ߹ࠇの研究を概観ߒてみる。㊁↰㧔1997㧕࠳ࡁޔߪߢ文の分類をੑつ

に分けޔ文の一部をฬ詞化ߔるޟスコࡊ࡯のޡの㧔ߛ㧕ޠޢとޔ話ߒ手߿聞߈手の態ᐲを表࡯ࡓޟߔ

ドのޡの㧔ߛ㧕ޠޢに分類ߒている。その中࡯ࡓޟߢドのޡの㧔ߛ㧕ޔߪޠޢ対事的ޟのޠߛと対人

的ޟのޠߛに分ޔࠇ߆そޟࠇߙࠇ関係ߠけޟޠ非関係ߠけޠの用法に分ࠇ߆ることを指摘ߒ分類ߒて

いる。対事的ޟのߪޠߛ聴߈手のሽ在を前ឭとޟޔߕߖのޠߔߢࠎޟ߿ޠといߞた聞߈手を意識ߒた

形式ߪとߥࠄい。一方ޔ対人的ޟのߪޠߛ必ߕ聞߈手を必要とߔる߽のߢあޟޔࠅのޠߔߢࠎޟ߿ޠ

の形式を自然にとること߈ߢ߇る。 

߹たޔ質問文
3
とޟのޠߛとの関係についてޔスコࡊ࡯のޟの߇ޠߛ免㒰さߔ߿ࠇい実態を示ߒたう

えޟޔߢの㧔ߛ㧕ޠ自体߇質問文を成立さߖているわけߥߪߢいとޔߒ質問文の成立にޟߪ਄᣹イン

のޟドの࡯ࡓ質問文におけるޔている。߹たߒていることを指摘ߞ関わ߇ޠ疑問語ޟとޠション࡯ࡀ࠻

たいとߒいことを認識ߥࠄ自分の知ޔ߇手ߒ話ޔ肯否質問文・疑問語質問文と߽にޔߪについてޠߛ

いう心的態ᐲを表᣿ߔる場合に用いࠇࠄると指摘ߒている。両者と߽ޔᐔ叙文における対人的࡯ࡓド

のޟのޠߛの使用と並行ߒて考えること߈ߢ߇るとߒている。  

そߢ߹ࠇ多くの࠳ࡁޟ文ޠの研究߇構文論的研究߿意味論的研究ߢあߞたのに対ޔߒฬ嶋㧔2007㧕

の機能と࠳ࡁቴ体化を行う構文的事実と߇ࡁޟ。ているࠇࠄߴ述߇語用論的観点を߽つ必要性ޔߪߢ

を必要以਄に関ㅪさߖる傾向ޠについての問題点について࠳ࡁޔの構文的機能ࡁߪにࠃるޟቴ体化ޠ

と࠳ޔにࠃるޟ断定ޠ以਄の߽のߥߪߢいと指摘ߒている。࠳ࡁ文ࠄ߆⺒みとる࠳ࡁの用法ޟޔߪ聞

ߥという視点ޠ手の発話解釈߈聞ޟޔࠅあߢる߽のߔ初めて機能ߢことޠるߔうに理解ࠃその߇手߈

くߒてߪ困難ߢある。そのためޔ構文的特ᓽࠄ߆ಾࠅ㔌ߒて考察ߔるという視点の必要性を指摘ޔߒ

あるとߢ必要߇の考察とࠄ߆語用論的視点ޔこととߔߥあるとみߢた形式ߞ߹を一つの߹とޠ࠳ࡁޟ

指摘ߒている。 

そߒてޔฬ嶋㧔2007㧕࠳ࡁߪの本質について࠳ࡁޟޔの有無にߞࠃて聞߈手の解釈߇変化ߔるとい

う事実ޠ㧔p.15㧕߇考えࠇࠄると指摘ޟޔߒ聞߈手の発話解釈ޠという視点の有効性を述ߴている。 

߹たޔฬ嶋㧔2007㧕ޔߪ語用論をޟ発話の意味ޠについて考察ߔる分㊁ߢあると૏置ߠけޟޔ語用

論の研究対象を一言ߢいえ߫ޡ発話ߢޢあޔࠅ研究目的ޡߪ聞߈手の発話解釈過程の解᣿ߢޢあるޠ

㧔p.16㧕とߒている。 

                                                           
手に߈ことを聞ߥて不᣿ߞ自分にとޔ߇手ߒ話ޟߪߢ㊁↰㧔1997㧕ޔ範࿐についてߔという語彙の示ޠ質問文ޟ 3

問い߆けޔ情報の供給をฃけࠃうとߔる文ޠと定めている。本Ⓜޔߪߢこの範࿐にᓥいޟޔ質問文ޠという㊁↰の

語を使用ߔる。 



－網…拙枰網－網

こうߒた視点ޔࠄ߆ฬ嶋㧔2007㧕ޟޔߪのޟߪޠߛある๮題をޟޠあるవ行発話߿思考の解釈とߒ

てޠ聞߈手に対ߒてឭ示ߒている形式ߢあると考える。さࠄに関ㅪ性理論の観点ࠄ߆考察ߔることޔߢ

ࡁ。たߒに߆ࠄることを᣿ߔにおいて機能࡞ࡌ࡟のਃޠផ意ޟޔޠ高次表意ޟޔޠ表意ޟ߇ޠߛのޟ

ߢ意味ߥうࠃのߤ߇文࠳ࡁ一つのޔࠅあߢる߽のࠇផ意へとㅪ⛯さޔ高次表意ࠄ߆表意ߪ文の意味࠳

発話解釈さࠇるߪ߆話ߒ手の発話意࿑とそࠇをᓳ元ߔる聞߈手の発話解釈の方向にߞࠃて変化ߔる。

߹たޔこࠄࠇのਃ࡞ࡌ࡟の中のޔ表意࡞ࡌ࡟の࠳ࡁ文の中ޟޔߢ発見の࠳ࡁ文ޠとޟ説᣿の࠳ࡁ文ޠ

のㅪ⛯性についてฬ嶋ߪ次のࠃうに述ߴている。 

 

るߔにឭ示ޠ手ߒた話ࠇቴ体化さޟޠてߒ見た解釈とࠄ߆手側߈聞ޟをޠる思考ߔ新たに⊓録ޟ

のޟ߇発見の࠳ࡁ文ߢޠあߢߔޔࠅにޟ⊓録ᷣみの思考ޠをޟ聞߈手側ࠄ߆見た解釈とߒてޟޠ他

者ޠឭ示ߔるのޟ߇説᣿の࠳ࡁ文ޠということߢある。そߒてޔその中間にޟቴ体化さࠇた話ߒ

手ޠとޟ他者ޠの෺方に対ߒてឭ示ߔる場合߇ሽ在ߔると考えࠇࠄる。つ߹ޔࠅ生ߓた߫ࠅ߆の

 ある。㧔p.123㧕ߢる場合ߔ手にឭ示߈を聞ޠ思考ޟ

網  

߹たޔฬ嶋㧔2007㧕ޟߪ発見の࠳ࡁ文ޠについてޟޔ常に᥉通体ߢ発話さౕޔࠇ体的ߥ聞߈手߇ሽ

在ߥߒい場合߽ߢ発話さޔࠇ常にਅ降イン࡯ࡀ࠻ションߢ発話さࠇる߽のޠ㧔p.127㧕と考察ߒてい

る。その਄ޟޔߢ発見のޠ࠳ࡁと疑問を表ࠞࡁޟߔ文ޠとの関わࠅについて述ޟޔߴฃ信情報疑問文ޠ

ޠけ㧪と㧨自問納得㧪߆㧨್断の問いޟਃ者と߽ޔとの共通性についてޠ疑問型情報文ޟ߿
4
の機能を

持つことを指摘ޔߒ以ਅのࠃうに述ߴている。 

 

網 網 相対的に見てౕޔ体的ߥ聞߈手に対ߒ਄᣹イン࡯ࡀ࠻ションߢ発話さࠇるޟฃ信情報 

疑問文ޟߪޠ㧨್断の問い߆け㧪ޠという機能ߢ捉えߔ߿ࠇࠄくޔਅ降イン࡯ࡀ࠻シ 

ョンߢ用いࠇࠄるޟ疑問型情報ฃ容文ޟߪޠ㧨自問納得㧪ޠという機能ߢ捉え߿ࠇࠄ 

 その点におޔࠅあߢ疑問文ߪ言語形式਄ޠ疑問型情報ฃ容文ޟޔߒう。但ࠃいといえߔ

いて್ޟ断の妥当性の問い߆けޠ機能を失ߞているわけߥߪߢいと考えࠇࠄる。そࠇ 

に対ޟޔߒ発見の࠳ࡁ文ޠの場合ߪ言語形式ࠄ߆みて߽肯定文ߢあޟޔࠅ㧔自問㧕納得ޠ 

という機能ߢ捉えߔ߿い。ޟ発見の࠳ࡁ文್ޟ߽ޠ断の妥当性の問い߆けޠ機能を内在 

 ある。㧔p.136㧕ߢࠅた通ߒていることを既に示ߒ

 

ここޟࠄ߆発見のޠ࠳ࡁとޟޔฃ信情報疑問文ޟ߿ޠ疑問型情報文ޠの機能߇共通߆ޔߒつㅪ⛯ߔ

るというࠃうに考察さࠇる。 

                                                           
4 仁↰㧔1987㧕の用語を引用 



－網…拙喩網－網

本研究の問題の入ࠅญと߽ߞߥているޟい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎという発話について言え߫ޔ聞߈手߇

ߒをឭ示ޠた事態ߞ߆ߥていߒ認識߇手߈聞ޟߪ手ߒ話ޔた場合ߒと認識ޠ帰る߇手㧕ߒ相手㧔話ޟ

ていることにߥる。つ߹ޔࠅ㊁↰㧔1997㧕の言葉ߢいう所のޟ対人的ޡのޠޢߛにߥるといえる。一

方ޔ話ߒ手ޟ߇相手㧔聞߈手㧕߇帰るޠことを዆ߨているとߔる場合ޔ話ߒ手ޟ߇認識ߒていߞ߆ߥ

た事態ޠを把握ޔߒその把握ߒた内容をឭ示ߔることޔߢ疑問文とߒて成立さߖている。ޟ対事的ޠ

 。るࠇࠄていると考えߒ機能を果たߥ対人的ޔࠄ߇ߥࠅ形式をとߥ

ここߢ起߈たࡒスコࡒュ࠾ケ࡯ションの要因の一つとߒてޔߪฬ嶋㧔2007㧕に指摘さࠇるࡁޡޟޔ

ߒ。るࠇࠄという点に関わると考えޠ߆ޢ他者ޡ߆ޢ手ߒた話ࠇቴ体化さޡ߇るឭ示の対象ࠃにޢ࠳

実態を解᣿ߢけߛ文の研究࠳ࡁޔるという状況において߈ߢ߇ᐔ叙文と߽疑問文と߽とることޔߒ߆

 。あるߢ困難ߪるのߔ

 

Υ．発話実験  

 

㧝．発話実験：方法 

ここޔߪߢ実際に話ߒ手߇何߆ࠄの意࿑を持ߞて発話を行う際ߤޔのࠃうߥ音調の差߇あࠄわࠇる

の߆という点に着目ޔߒ発話実験の分析を行う
5
。వに߽述ߴた通ޔࠅ全く同ߓ文章߽ߢ音調の微妙ߥ

差ޔߢ異ߞߥた意味にߞߥてߒ߹う。そうߒたޟ微妙ߥ差ޠとߤߪのࠃうߥ実態ߥのޔ߆実際の発話

を録音ޔߒ音響分析を行ߞた。߹たޔ調査にあたߞてޔ以ਅの 3 つの場面を想定ߒた。 

 

網 㧝㧚場面の設定をਈえての短文発話。㧔以ਅޔ短文発話㧕 

網 㧞㧚ᤋ↹のบ本ࠄ߆一場面をಾߒߛࠅ演ᛛをߒて⺒ࠄ߽ߢࠎう。 㧔以ਅޔ場面演ᛛ㧕 

網 㧟㧚談話等ޔ自然発話。㧔以ਅޔ自然会話㧕 

 

各調査についてޔ以ਅのことを目的とߔる。 

 

㧝㧚短文発話：場面߿感情の設定をਈえることにޔࠅࠃ発話の意࿑ߤ߇のࠃうに音調に現ࠇるの߆

を目的とߒた߽のߢある。 

㧞㧚場面演ᛛ：వ行の発話をฃけޔそࠇをߤのࠃうに解釈ߒ෻応ߔるの߆を観察ߔる。文⣂的ߥ解

釈とޔ音調の実態の両方を観察ߒていく。ޟ㧝㧚短文発話ޠと㆑いޔ感情表現߿⺒み方の指定をߥߒ

いためࠅࠃޔ自然ߥ内省を再現߈ߢると考えࠇࠄる。߹たޔ㧝の試験文ߪ実際にあߞた会話を基にߒ

                                                           
5
イン࡯ࡀ࠻ションの㆑いにޔࠅࠃ聞߈手の認識・್断にߤのࠃうߥ㆑い߇出る߆という点に関ߒてޔ᜕Ⓜ㧔2012㧕

において合成音ჿを用いた聴取実験を行ߞた。その結果ޔ਄᣹・ਅ降のᐲ合いにࠅࠃ相手ࠄ߆の質問߆報告߆の認

識߇変わޔࠅਅ降の場合にޟ質問ޠと認識さࠇること߇分ߞ߆た。 



－網…拙没網－網

ているとߪいえޔ場面設定ߪ筆者の内省にࠃる作例のためޔ不自然ߥ発話߿一般性・ቴ観性にᰳける

文にߥること߽考えࠇࠄる。そࠇに対ޔߒ㧞ߪߢᤋ↹の脚本を用いるためࠅࠃޔ一般的ߥ会話の文ߢ

あること߇期待߈ߢる。 

㧟㧚自然会話：਄のੑつとߪ㆑いޔ場面߽บ詞߽ਈえߕに自然ߥ会話を録音ߒていく。雑音等の影

響ߢ詳細ߥ分析ߪ期待ߥ߈ߢいࠅࠃޔ߇自然ߥ形ޠߛࠎ～ޟߢ形式の࠳ࡁ文を観察߈ߢると期待ߔる。 

 

網 表 2 

߹たޔ本研究ߪߢ方言の影響を避けるためޔイ

ンࡑ࡯ࠜࡈン࠻を東੩方言話者 4 ฬに限定ޔߒ調

査を行ߞた。 

 

網 ෼録方法についてߪい߽ࠇߕ指向性スࡑࠝ࡟࠹

イࠢ内蔵の IC ߒ㧔ZOOM H1㧕を使用࡯࠳࡯コ࡟

て録音ߒた。たޔߒߛ短文発話ޔ場面演ᛛの際ࡋߪッドセッࡑ࠻イࠢを使用࡞࡜ࡁࡕߒ録音を行ߞた。

自然会話において߈ߢߪる限ࠅ発話者の緊張߿精␹的⽶担を減ߔࠄためޔIC 㧔zoom H1㧕࡯࠳࡯コ࡟

を机の਄に置いた状態ߢスࠝ࡟࠹録音ߢ行ߞた。 

網 録音ߒた音ჿߪ Praat を使用ߒ音響的特ᓽの分析を行ߞた。 

 

㧞．短文発話 

㧔㧝㧕短文発話：方法 

ここߪߢ話ߒ手߇意識的に何߆を意࿑ߒて発話ߒた際ޔ音調にߤのࠃうߥ特ᓽ߇みࠇࠄるの߆とい

う点に着目ߒて調査を行う。試験文を 5 種類用意ޔߒそࠇߙࠇ 6 つの場面に応ߓて発話ߒて߽ࠄいߤ

のࠃうߥ特ᓽ߇観察さࠇる߆分析を行う。 

 

網 網 網 網 網 網 網 網 網 試験文と発話ࡄタ࡯ン網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 表 3 

試験文 
発話ࡄタ࡯ン 

 

1㧚い߹ࠄ߆帰るߛࠎ 

2㧚い߹ࠄ߆帰るߔߢࠎ 

3㧚い߹ࠄ߆帰るの 

4㧚ࠎߪߏ食ߴたߛࠎ 

5㧚ࠎߪߏ食ߴるの 

A：相手に告ߍるࠃうに 

B：相手に዆ߨるࠃうに 

C：๮઎ߔるࠃうに㧔試験文㧠の際ߪこの㗄目ߪ㒰く㧕 

D：相手を⽿めるࠃうに 

E：㧔相手の状況について㧕ᱷ念そうに 

F：㧔自分の状況について㧕ᱷ念そうに 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ 年齢 性別 

HK 28 ᱦ 女性 

YM 20 ᱦ 男性 

HU 26 ᱦ 女性 

KH 29 ᱦ 男性 



－網…拙沢網－網

試験文 1.2.3 ࠇという文ᧃにおける現ޠのޟޠߔߢࠎޟޠߛࠎޟߢの変異形ޠߛのޟ߽ࠇߕいޔߪ

方の㆑い߇音調にߤのࠃうߥ影響をਈえるの߆を見る߽のߢある。45ޔ の試験文ߪ動詞にࠃる㆑いを

考慮ߒた߽のߢある。特に4ޟ㧚ࠎߪߏ食ߴた࡞ޔߪߢޠߛࠎ形・タ形という࠹ンスの㆑い߇音調に

ਈえる影響߇あるの߆ということを確߆める。 

網 発話ࡄタ࡯ンの E,F ޔߪ同ޟߓᱷ念そうޠという感情表出に関係ߔる発話ߢあるޟޔ߇相手ޠとޟ自

分ޠという行動対象の㆑いにࠃる音調の調査を目的とߔる。 

 

㧔㧞㧕短文発話：結果 

短文発話の結果についてޟޔߪ個人の内省における同ߓ文ߢの意࿑のࡄタ࡯ン比較ޟޠイン࡯ࠜࡈ

分析ޔߒ比較ࠄ߆のਃつの観点ޠの発話の比較ߢ意࿑ߓた文における同ߞߥ異ޟޠ同士の比較࠻ンࡑ

を行う。 

 

個人の内省における同ߓ文ߢの意࿑のࡄタ࡯ン比較ޔߪߢ同ߓ文ߢ意࿑の㆑いにࠃる音調ࡄタ࡯ンの

㆑いをޔインࡑ࡯ࠜࡈン࠻個人の内省についてޔ࿑ 2 の通ࠅ比較を行ߞた。ここޔߪߢ特にᵄ形߇᣿⍎

に現ࠇた HK にහߒて考察を行う。ࡇッチの਄᣹・ਅ降のᐲ合いのみに注目ߒ比較を行ߞたとこޔࠈA

のޟ相手に告ߍるࠃうにޠ発話ߒた場合を㒰ޔ߈程ᐲの差ߪあるޔ߇文ᧃに向߆うにᓥいࡇッチ曲線߇

ਅ降を示ߒた。B のޟ዆ߨるࠃうにޠ発話ߒた場合において߽ޔਅ降ߒているの߇確認߈ߢる。 

 

丸古天古太古夫ޠߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ 比較㧔インࡑ࡯ࠜࡈン࠻：H緩㧕網 網 ࿑網枡網

 



－網……枠網－網

網 ߹たޔ↰㊁᧛㧔1990㧕ޟߢ᥉通体の疑問文と言ߞて߽ޔ眼前の相手を非難ߒたࠅ難⹣ߒたߔࠅる場

合に限߽߆ߒޔࠇࠄ文ᧃ音調ߪ必ߕ降調にߥるޠ㧔p.68㧘注㧕と指摘さࠇた通ޟޔࠅC.๮઎ߔるࠃう

にޟޠD.相手を⽿めるࠃうにޠの発話においてのਅ降߇見ࠇࠄる。ޔߒ߆ߒB のࠃうに非難߿難⹣と

いߞた意࿑のߥい疑問文߽ߢਅ降߇みࠇࠄるためޔ↰㊁᧛の指摘ߔるޟޔ眼前の相手を非難ߒたࠅ難

⹣ߒたߔࠅる場合に限ޠࠇࠄるわけߥߪߢいこと߇わ߆る。文ᧃ߇ਅ降調にߥる B, C, D の㆑いߪ［da］

の音の長さの㆑いߢある。ޟC.๮઎ߔるޠ場合においてߪ［da］の持⛯ᤨ間長㧔࠺ュ࡯࡟ション duration㧕

0.2ޔߴ他の発話に比߇ ⑽程ᐲ短くߞߥていること߇分߆る。そࠇに対ޟޔߒB.዆ߨるࠃうにޠとޟD.

⽿めるࠃうにޠの場合ߪ文ᧃの［da］の音߿߿߇長くߞߥている。߹たޔB と D の㆑いを඙別ߔるに

ޠうにࠃD.⽿めるޟޔߴに比ޠうにࠃるߨB.዆ޟ。る߈ߢ指摘߇ッチの高さのᐲ合いࡇ文全体のޔߪ

発話ߒた場合の方ޟޔ߇い߹ޠࠄ߆と߆ޟえるޠߛࠎのฏ頭のࡇッチ߇高い૏置に観察さࠇる。 

 

い߹ࠄ߆帰るߛࠎ網 A㧚告ߍるࠃうに網 ࿑ 2 い߹ࠄ߆帰るߛࠎ網 B㧚዆ߨるࠃうに網 網 ࿑ 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い߹ࠄ߆帰るߛࠎ C㧚๮઎ߔるࠃうに網 網 ࿑ 4 い߹ࠄ߆帰るߛࠎ網 D㧚⽿めるࠃうに網 網 ࿑ 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑ 2～5網 音響分析比較ޠߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ
6
㧔インࡑ࡯ࠜࡈン࠻：HK㧕 

                                                           
6 本ⓂޔߪߢPraat を用いて音響分析を行ߞた。一番਄の 2 段についてߪ音ჿの強さを表ߔ。スࠝ࡟࠹録音を行ߞ

たためޔᏀฝそࠇߙࠇの߇࡞ࡌ࡟表示さࠇる。3 段目についてࡇޔߪッチ曲線とイン࠹ンシࠖ࠹曲線߇表示さࠇる。
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E,Fޠߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ 比較㧔HK㧕網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 ࿑ 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑ 2 及び࿑ 7 のੑつの比較曲線ޔࠄ߆A と F の発話ߪߢ文ᧃのࡇッチの਄᣹߇みࠇࠄ B,C,D,E の

発話ࡇߪߢッチ߇ਅ降傾向にあること߇分߆る。このことޠߛࠎޟࠄ߆形式の࠳ࡁ文においてޔߪ話

߇文ᧃߪることについてߔ手の領域に関߈聞ޔߒ਄᣹߇文ᧃߪ߈るとߴ自分の状態について述߇手ߒ

ਅ降ߒていると考えࠇࠄる。ޟޔࠄ߇ߥߒ߆ߒC.๮઎ߔるࠃうにޠいう発話に関ߒてޔߪ必߽ߒߕਅ

降調ߢ発話さࠇるとߪ限ߥࠄい。 

߹たޔ個人のߛ࡞ࡌ࡟けߥߪߢくޔ他のインࡑ࡯ࠜࡈン࠻同士比較を行う必要߇ある。表 5 ߹いޟߪ

ある。この数値ߢた߽のߒ示ޔߒਅ降の差を比較ޔッチの਄᣹ࡇの［da］節におけるޠߛࠎ帰るࠄ߆

の算出方法ޔߕ߹ޔߪ［da］にお

いてޔ最初に現ࠇる山場㧔最高値

㧔maximum pitch㧕߹たߪ最ૐ値

㧔minimum pitch㧕㧕とޔそこ߆

ッチの山ࡇたߒਅ降ߪ਄᣹߹たࠄ

場を測定ߔる。そࠇߙࠇの数値の

測定後ੑޔ 回目の山場の数値ޔࠄ߆

一回目の山場の数値を引いてޔ数値࡜ࡊ߇スߢあ߫ࠇ਄᣹ߒていることを表ࡑޔߒイ࠽スߢあ߫ࠇਅ

降を表ߔ。この表ޠߛࠎ～ޟࠄ߆形式の࠳ࡁ文ޔߪߢ๮઎の際に਄᣹調とਅ降調の両方߇観察さࠇる

                                                                                                                                                                  
4 段目以降ߪ TextGrid を用いޔ作成ߒた。਄ࠄ߆発話ࠠ࠹スޔ࠻音節ߏとのᤨ間ޔ音節中のࡇッチの最高値と最

ૐ値を表示ߔる。 

[da]の高ૐ差㧔න૏：Hz㧕網 網 網 網 網 網 網 網 網 表 4 

 A B C D E F 

HK 15.5 -31.5 -76.77 -8.3 -18.2 26.9 

HU 62.1 -25.2 -150.5 -88.98 100.78 35.9 

YM 8.42 -7.42 14.87 -16.92 -17.52 8.9 

KH 6.7 -28.64 146.1 -0.97 -38.79 9.1 
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こと߇分߆る。 

 

߹たޔ表 6 。あるߢた߽のߒとの比較を示ߏ࠻ンࡑ࡯ࠜࡈインޔ音の持⛯ᤨ間長について[da]ޔߪ

こࠇを見るとޟޔC.๮઎ߔるޠ発話の際にޔ他の発話に比ߴ持⛯ᤨ間߇短くߞߥていること߇わ߆る。 

網 この表とޠߛࠎ～ޟ形式の࠳ࡁ文におけるޟ๮઎ࡇߪޠッチの高ૐ差の߶߆にޔ持⛯ᤨ間長߇関

わߞていると考えࠇࠄる。 

その਄ޔߢ疑問߿๮઎といߞた相手に何߆ࠄの働߆߈けを行う場合の差異についてޔߪ文全体の音

調ޔ߿イン࠹ンシࠖ࠹の㆑い等

に現ࠇていると考えࠇࠄるޔ߇

その点についてߪ੹後の課題と

 。たいߒ

࿑ 7 の四࠻ンࡑ࡯ࠜࡈインߪ

人のࡇッチ曲線を並ߴて比較ߒ

た߽のߢある。 

 

㧔A㧕網ޠߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ ッチ曲線の比較網ࡇ 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 ࿑ 7 

 

਄᣹のᐲ合い߿全体のࡇッチのᵄに個人差ߪある߽ののޟޔ相手に伝えるޠという発話においてޔ

文ᧃ音調の਄᣹߇みࠇࠄる。 

[da]の持⛯ᤨ間長 (duration)㧔⑽㧕網 網 網 網 網 表 5 

 A B C D E F 

HK 0.197 0.208 0.124 0.227 0.321 0.283 

HU 0.280 0.223 0.154 0.279 0.440 0.358 

YM 0.193 0.232 0.144 0.273 0.264 0.242 

KH 0.187 0.207 0.165 0.176 0.350 0.245 
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㧝ޟい߹ࠄ߆帰るޠߛࠎB網 ッチ曲線の比較網ࡇ 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 ࿑ 8 

 

 

こࠇに対ޔߒ࿑ 8 のࡇッチ曲線ޔࠄ߆相手に質問をߔる場合ߪߢ文ᧃにߞ߆߻てࡇッチ߇ਅ降ߒて

いること߇確認߈ߢる。 

このࠃうにޟ੹ࠄ߆帰るޠߛࠎという文ޔߪߢ਄᣹調ߥߪߢくޔਅ降調߇疑問文にߥるということ

脚注ޔߪいえる。この発話実験の結果߇ 5 に示ߒた聴取実験においてޔਅ降調ޟ߇質問ߢޠあるとの

認識߇多ߞ߆たことと߽結びついている。 

 。߆うࠈあߢいえるの߇ことߓ同߽ߢ文の場合࠳ࡁ以外のޠߛࠎ帰るࠄ߆੹ޟޔߪߢ

 

前節の動詞の㆑い㧔HK㧕1-1A い߹ࠄ߆帰るߛࠎ網 網 1-4A 網ߛࠎたߴ食ࠎߪߏ 網 網 網 網 ࿑ 9 
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਄の࿑ߪ共にޠߛࠎޟという形式ߢ現ࠇる文ޟޔߢ相手に告ߍるࠃうにޠ発話ߒた場合のࡇッチ曲

線ߢある。਄᣹の઀方ޔᐲ合いに差߇ある߽ののޔと߽に਄᣹調ߢ現ࠇること߇分߆る。前接の動詞

 。伺える߇文一般にいえるということ࠳ࡁޔくߥンスに関係࠹߿

 

㧟．ಾࠅ出さࠇた場面にߌ߅る発話調査 

ここߪߢ脚本を用いて発話実験を行ߞた。感情߿発話の意࿑の指定をޔߕߖインࡑ࡯ࠜࡈン࠻自身

の್断ޔߢ会話の流ࠇの中ߢの文⣂߿感情等を捉えて発話ޔߒそこߤࠄ߆のࠃうߥ特ᓽ߇音調に現ࠇ

る߆観察を行ߞた。੹回の方法ߪߢ脚本中の会話をその߹߹一人߻⺒ߢためޔ不自然ߥ状態にߪある。

ߢ自身の内省࠻ンࡑ࡯ࠜࡈインޔてߞࠃることにߓ方の役を演 ߇筆者ߪ第ਃ者߹たޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ

イޔた発話の誘ዉを避けるためߒる。そうࠇࠄ考え߇うこと߹ߒ相手の発話の影響をฃけてޔくߥߪ

ンࡑ࡯ࠜࡈン࠻自身に一人ੑ役ߢ演ߓて߽ࠄう形ߢ録音を行ߞた。 

実験にޔߪԘ中学生の෹人同士の会話㧔ޡ߹ぶߛちޢ㧕とޔԙ音楽教ቶのవ生と教え子の会話㧔ޡㅪ

弾ޢ㧕のੑつの異ߥる脚本の場面設定を用意ߒた。分析対象ߪいࠇߕの場面に߽ޠߛࠎ～ޟޔ形式߇

現ޔࠇ且つޠࠃޟ߿ޠߨޟޔといߞた終助詞ߞߛࠎ～ޟ߿てߞߛࠎ～ޟޠけޠのࠃうߥ接⛯のߥい߽

のに限定ߒた。 

 

Ԙ中学生の෹人同士の会話㧔ޡ߹ぶߛちޢ㧕 

人物設定：␹津サࡕ࠻࠳ 

ੑ᧛ࡗ࠷࠹網 と߽に中学ੑ年生の少年 

 

この場面設定ޔߪߢ一つの場面においてߢޠߛࠎ～ޟ終わる会話߇ 3 回現ࠇた。以ਅޔそࠇߙࠇの

実態について分析ߒていく。分析の対象を᣿確にߔるためޔ各場面における分析対象の文にᄥሼޔਅ

線についてߪਅ線ޔᄥሼߢ記ߔ。 

 

㧝㧚̖̖ޟࡗ࠷࠹俺さあߞߕޔとサߞ߆ߒ߹⟴߇ࡕ࠻࠳たࠅ߿。ߛࠎたい事߇あߞてޠ 

網 網 サߥ̖̖ޟࡕ࠻࠳いࠅ߿。ࠃたいことࠎߥてޠ 

 

਄記の会話߇ࡗ࠷࠹ߪ෹人サࡕ࠻࠳に自分の心情を述ߴている場面にߥる。この会話ににおけるࡇ

ッチ曲線の比較ߪ次の通ࠅにߥる。 
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࿑ 10 

 

［s］［z］等の摩擦音ࡇߪッチ曲線に現ࠇにくいためޔ਄の࿑ࠄ߆詳細ߥ観察を行うことߪ難ߒい

。る߈ߢ最ૐ限観察ߪあるということ߇る場合ࠇ両方現ޔる場合とߔਅ降ޔる場合とߔ਄᣹߇文ᧃޔ߇

 。考えにくいߪということޠているߒ質問ޟにࡕ࠻࠳サ߇ࡗ࠷࠹ޔߪࠄ߆この文⣂ޔߒ߆ߒ

文ᧃのޟ㧔た㧕ޠߛࠎ
7
のࡇッチの変化に注目ߒてޔ分析ߒた߽の߇以ਅの表 6 の通ࠅにߥる。߹

たޔ各列についてޔ次のࠃうに示ߔ。 

 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻：インࡑ࡯ࠜࡈン࠻のイ࠾シャ࡞。 

 

tan 1㧔Hz㧕/ tan 2㧔Hz㧕：［tan］節におけるࡇッチの最高値㧔maximum pitch㧕߹たߪ最ૐ値

㧔minimum pitch㧕の値。1 最ૐ値ߪる山場㧔最高値㧔maximum pitch㧕߹たࠇ最初に現ߪߢ

㧔minimum pitch㧕㧕を表ޔߒそこࠄ߆਄᣹߹たߪਅ降ߒたࡇッチの山場を 2 とߔる。1 ࠄ߆ 2

に߆けてޟޔ最高値ࠄ߆最ૐ値ޠというࠃうにਅ降ߒているのޔ߆෻対にޟ最ૐ値ࠄ߆最高値ޠ

というࠃうに਄᣹ߒているの߆を観察߈ߢる。 

 

da 1㧔Hz㧕/ da 2㧔Hz㧕：［da］節におけるࡇッチの最高値㧔maximum pitch㧕߹たߪ最ૐ値㧔minimum 

pitch㧕の値。［tan］同様1ޔ 最ૐ値ߪる山場㧔最高値㧔maximum pitch㧕߹たࠇ最初に現ߪߢ

                                                           
Nޔߒ߆ߒ。うࠈあߢ߈ߴるߔのみにޠߛࠎޟߪ分析の対象ޔいえ߫ߢޠ文の文ᧃ࠳ࡁ形式のޢߛࠎޡޟ 7 音ߪ持

⛯ᤨ間長߇短い場合ࡇޔッチ߇観測さࠇにくくߥる。そのためޟޔた［ta］ޠの音ࠄ߆観察ޔߒ［tan］［da］の

ੑつの節のࡇッチの現ࠇ方を観察ߒていく。 
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㧔minimum pitch㧕㧕を表ޔߒそこࠄ߆਄᣹߹たߪਅ降ߒたࡇッチの山場を 2 とߔる。 

 

［da］の高ૐ差㧔Hz㧕：da 1 ࠄ߆ da 2 ߹ߢの高ૐ差を表ߔ。da 2 ࠄ߆ da 1 を引いてޔ数値

 。ߔਅ降を表߫ࠇあߢス࠽イࡑޔߒていることを表ߒ਄᣹߫ࠇあߢス࡜ࡊ߇

 

 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ tan 1㧔Hz㧕 tan 2㧔Hz㧕 da 1㧔Hz㧕 da 2㧔Hz㧕 ［da］の高ૐ差㧔Hz㧕 

HK 163.7 157.1 146.4 157.4 11 

UH 202.7 187.2 186.6 221.6 36 

YM 115.9 97.11 93.03 91.53 -1.5 

KH 131.7 104.9 112.1 105.2 -6.9 

 

਄᣹調の場合の高ૐ差ߪ 11Hz ࠄ߆ 36Hz とޔ共に 10Hz 以਄の਄᣹߇みࠇࠄる。ਅ降調の場合ߪ

-1.5Hz と-6.9Hz というࠃうにޔ最高値ࠄ߆最ૐ値߹ߢの差߇ 10Hz 未満にߞߥている。᜕Ⓜ㧔2012㧕

における聴取実験の結果ޔ前後 10Hz 程ᐲの差ޟޔߪߢわߥࠄ߆いޠという回答߽増え್ޔ断に߽ゆ

਄記ޔࠄ߆た。このことࠇࠄみ߇ࠇ 6 のࠃうにࡇޔッチ曲線にਅ降߇みࠇࠄて߽ޟޔ質問ߒていたޠ

という್断にߥࠄߥߪいと考えࠇࠄる。 

 

㧞㧚サޡޟࡕ࠻࠳⊝を቞ࠅたいߞޢてのߪ思ߞてた。ޔ߽ߢ頼ߞて߽ࠄわߥいと不቟ߢい߆ߥࠇࠄ

 ޠࠃߛࠎてたߞに頼⊝߇俺。ߛࠎߥけߛたߞ

 ޠ㧫ߪ߈俺のとޟࡗ࠷࠹

サ̖̖ޟࡕ࠻࠳あのᤨߪ㆑ߞてた。一人ߢいたいߞて思えてた̖̖けޔߤあߪࠇ無理̖̖ߛ死

 ޠう߾ߓࠎ

表 6 
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表 7 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ nan 1㧔Hz㧕 nan 2㧔Hz㧕 da 1㧔Hz㧕 da 2㧔Hz㧕 ［da］の高ૐ差㧔Hz㧕 

HK 216.2 150 142.6 146.5 3.9 

UH 240.8 178.2 178.2( =nan2 ) 192.4 14.2 

YM9 115.1 95.27 94.77 89.51 -5.26 

KH 113.1 90.85 87.55 84.35 -3.2 

 

㧟㧚サ߽ߢޟࡕ࠻࠳小林の言う一人前にߥる方法ޔߪ一個߽正ߒいとߪ思えߥい。全部ཐޠߛ 

 ޠ㧫ߛࠎいい߾ࠅߔ何ޔあ߾ߓޟࡗ࠷࠹

サޟࡕ࠻࠳そ߇ࠇさޔ分ޠࠃߛࠎ࡯ߨࠎ߆ 

 

                                                           
8 YM の発話においてޟ不቟ޠߢとޟいߞ߆ߥࠇࠄたߛけޠߛࠎߥとの間に߇࠭࡯ࡐ観察さࠇる。そのため 4 ฬの

ると࿑ߔて比較ߴッチ曲線を並ࡇ 10 のࠃうに߇ࠇߕ生ߓる。 
9 YM の発話においてޔ初期設定のࡇッチ᛽出値ޔߪߢ［da］のࡇッチ߇表示さߞ߆ߥࠇた。そこޔߢ［Octave-jump 

cost］の値を 0.35→01 にޔ［Voiced/unvoiced cost］の値を 0.14→0.01網 に変更ߒてࡇッチの᛽出を行ߞた。その

ためࡁޔイ࠭等ޔ不቟定ࡇߥッチࡐイン߇࠻文全体に現ࠇたޔ߇［da］の節においてߪここߢ᛽出さࠇたࡐイン࠻

をណ用ߔることとߒた。߹たޔ［nan］の節の中ߢ 52.62Hz と飛びߧけてૐい૏置にࡇッチࡐイン߇࠻現ࠇている

F0ޔ߇ 曲線਄ࠄ߆外ࠇているためޔこの値についてߪ不ណ用とߔる。 
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表 8 

 

4 人中 3 人߇ਅ降ߒているࡇޔ߇ッチ曲線を見るとޔその様相߇統一的ߥߪߢいࠃうに見える。この

文⣂ޔߪ情報的に多義的ߥ解釈߇可能にߥる文ߢあるといえるޟޔ統一ߒた結果߇出ߥい文ޠという

結果にいたる。文ሼߛけの߽のߪߢ人にߞࠃて解釈߇異ߥるということޔߪ脚本家の意࿑とߪ㆑う解

釈߇さࠇるということߢある。࠳ࡁ文ޔߪ文章ߛけࠖ࠺ߪߢスコࡒュ࠾ケ࡯ションを起こߔ߿ߒいと

いうこと߇言えࠃう。 

 

ԙ音楽教ቶのవ生と教え子の会話㧔ㅪ弾㧕 

                                                           
10 2-1-2 の YM 同様ޔHU の発話においてޔ初期設定のࡇッチ᛽出値ޔߪߢ［da］のࡇッチ߇表示さߞ߆ߥࠇた。

そこޔߢ［Voiced/unvoiced cost］の値を 0.14→0.01網 に変更ߒてࡇッチの᛽出を行いޔここߢ᛽出さࠇたࡇッチ

 。たߒることとߔをណ用࠻インࡐ

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ iːn 1㧔Hz㧕 iːn 2㧔Hz㧕 da 1㧔Hz㧕 da 2㧔Hz㧕 ［da］の高ૐ差㧔Hz㧕 

HK 173.5 147.6 141.6 180.5 38.9 

HU10 177.5 166.9 81.98 76.71 -5.18 

YM 118.1 104.4 104.4(=iːn2) 92.97 -11.43 

KH 117.9 93.27 93.27(=iːn2) 80.31 -12.96 



－網……沢網－網

人物設定：谷᧛正樹網 25 ᱦ網 男性網 音楽教ቶのవ生 

૒々木真理網 14 ᱦ網 女性網 音楽教ቶの生ᓤ 

網 網  

㧔真理ޔ谷᧛߇大学をੑᶉߒていると聞いて㧕 

真理ޟ㧔冷笑㧕వ生ੑޔᶉߛࠎߥ㧫ޠ 

網 谷᧛ޟ᡼ߞとけޠ 

࿑ 1311 

 

網 この会話ޔߪߢ文ᧃに向ߞ߆て徐々にਅ降ߒていくの߇分߆る。 

表 9 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ nan 1㧔Hz㧕 nan 2㧔Hz㧕 da 1㧔Hz㧕 da 2㧔Hz㧕 ［da］の高ૐ差㧔Hz㧕 

HK 445.3 214.4 214.4( =nan2 ) 171.5 -42.9 

HU 188.8 371.5 276.6 214.2 -62.4 

YM 186.7 140.5 104.8 91.58 -13.22 

KH 135.7 100.8 95.16 86.16 -9 

 

疑問を表ߔ語ߪ含߹ࠇてߪいߥいޔ߇文⣂ޔࠄ߆真理߇谷᧛に問い返ߒをߒていること߇分߆る。

そうߒた文章ߪߢあるޔ߇࿑߿表にߔ߹ߒ通ޔࠅ㗼著ࡇߥッチ਄᣹ߪ観察さߥࠇい。4 人のインࠜࡈ

のޔYMޔHUޔHKޔのうち࠻ンࡑ࡯ 3 ฬ߇ 10Hz 以਄のਅ降を示ߒている。KH に関ߒて߽ 9Hz と

                                                           
11 ࿑ 13 においてޔHU のࡇッチ曲線߇特異߽ߥのとߞߥている。こࠇについてࡇޔߪッチ曲線᛽出の際ޔ本来無

ჿ化さߔ߿ࠇく音を拾いにくくߥる部分においてޔ過೾に拾ߞた可能性߇あると考えࠇࠄる。そのため滑ߥ߆ࠄ

F0 曲線にߴߔޔߕࠄߥての音をつߋߥ形ࡇߢッチ曲線߇現ࠇたと考えࠇࠄる。 
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いう10ޔHz に限ߥࠅく近いਅ降を示ߒている。ここޔ߽ߢ疑問詞を含߹ߕに相手のことについて述

 。るࠇࠄると考えߔਅ降߇ッチࡇޔߪる場合ߴ

網 ここߪߢ相手に෻応を求める会話に注目ߒてい߈たい。㧔㧝㧕のԚの会話においてޔHK の発話ߢ

あるとߢる影響ࠃ付いたことに߇語ߔという疑問を表ޠ何ޟߪࠇる。こࠇッチの਄᣹߽観察さࡇޔߪ

考えࠇࠄる。 

 

㧠．自然会話の分析 

こߢ߹ࠇの実験を߰߹えޔ実際の会話の中࠳ࡁߢ文ߤ߇のࠃうに現ࠇているの߆観察を行う。自然

会話の分析ߪ雑音を拾いߔ߿いためޔ詳細ߥ音ჿの分析にߪ適ߒていߥい。 ޔߒ߆ߒこの実験にޔࠅࠃ

ることߥの実験を裏付ける⸽᜚にߢ߹ࠇこޔるためࠇ߹ると望߈ߢ߇ることߔ状態を観察ߥ自然ࠅࠃ

を狙いとߔる。ここߪߢ話者の緊張߿精␹的⽶担߇軽減さࠇ IC ߒ会話を録音߈を机に置࡯࠳࡯コ࡟

た。録音環境について߽ޔ㛍音のある環境ߪ避けたޔ߇緊張ᐲを軽減ߔるために߽ޔ無音空間にߪこ

くߒ߽ޔ被験者と筆者㧔YH㧕との一対一ߪた。録音の際の会話ߞ録音を行ߢ空間ߥ日常的ߕࠄわߛ

最ૐ߈た。一人につߞ会話形式をとࡊ࡯࡞被験者以外の一ฬを交えてのࠣߪ 1 ᤨ間以਄の会話を録音

߇ߤߥޠࠃޟ߿ޠߨޟ。るߔた߽のとߞに限ޠߛࠎ～ޟ߽ߢ文の変異形の中࠳ࡁߪた。観察の対象ߒ

後接ߔる場合ߪ観察の対象ࠄ߆㒰外ߔる。 

表 10 

 

HK との会話ߪߢ約 1 ᤨ間 45 分の会話の中ޠߛࠎޟޔߢ形式ߢの࠳ࡁ文の出現回数ߪ 15 回ߢあߞ

た。以ਅޔその中の一例ߢある。ここߪߢ YH の発話に対ޔߒHK ޔを行いߒ問い返ߢ言のឭ示឵ߪ

そࠇに対ߒて YH HKޔッチ曲線を見てみるとࡇ。ているߞߥるという会話にߔ応答߇ の問い返ߒの

文ᧃにおいてޔ᣿示的ࡇߥッチのਅ降߇観察さࠇる。 

 

・雑⹹のインタࡆュ࡯記事ߤ߇の程ᐲ自然ߥ会話ޔ߆という議論について 

YH：㧔雑⹹の記事の会話ߪ㧕ߛいぶ作ࠇࠄてߪいると 

                                                           
12
会話の中ޔߢ内容࠳ࡁޟ߇文ޠの会話にޔࠅߥ一部ޔ不自然にޟのޠߛࠎޟ߿ޠߛに現ࠇる発話にߞߥてߞ߹ߒ

た。その部分㧔6 分間㧕においてߪ対象外とߔる。 

インࡑ࡯ࠜࡈン࠻ 
録音ᤨ間㧔H:M:S㧕

ޠߛࠎ～ޟ

出現回数 
備考 

HK 1:44:23 15 15 回中 9 回ޟߪそうޠߛࠎߥという発話。 

HU 1:05:12 5 ߇ޠߨࠃޟޠࠃޟ後節ߔ߿ߒい。 

YM 1:10:18 0  

KH12 0:40:18 2 録音ᤨ間中ޔ対象ߪ 34 分間 
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HK：✬集さࠇてるߛࠎ 

YH：うࠎ࡯・・・ 

 

雑⹹のインタࡆュ࡯記事の文体についての会話㧔HK㧕網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 ࿑ 14 

 

 

㧡．発話実験߹と߼ 

網 以਄こߢ߹ࠇの発話実験ޠߛࠎ～ޟޔࠄ߆形式の࠳ࡁ文においてޔ質問文ߪਅ降調ߢ現ࠇること߇

᣿߆ࠄにߞߥた。場面発話ޔߪߢ発話の意࿑を意識ߒて発話ߒた߽ࠄうためޔ誇張さࠇる可能性߇あ

るޔ߇自然会話ߪߢ߶߷無意識的に発ࠇࠄߖた音調ߢある。 

網 ߹たޔ㧞㧚場面発話における㧔㧝㧕のԙの発話ޔࠅࠃ同ߓ文⣂߽ߢ異ߞߥた解釈߇さࠇ得ること߇

᣿߆ࠄとߞߥた。つ߹ޔࠅ作者の意࿑とߪ異ߞߥた解釈をさࠇ得るということߢあޔࠅ文⣂ߛけߪߢ

発話の機能をቢ全にߪ捉えߥࠇ߈いということ߇いえࠃう。 

 

Φ．考察 

 

㧝．文ᧃ音調と文の機能 

こߢ߹ࠇの実験にޔࠅࠃ疑問形式のߥいޠߛࠎޟという形ߢ現ࠇる࠳ࡁ文の疑問文のイン࡯ࡀ࠻シ

ョンޔߪਅ降調ߢ現ߔ߿ࠇいと言える。߹た࠳ࡁ文においてਅ降調の場合ޔߪ疑問ߛけߥߢくޔ聞߈

手に対ߒて何߆ࠄの働߆߈けを表現ߔると考えࠇࠄる。そࠇに対ޔߒ਄᣹調ߢ述ߴる場合ߪ自分自身
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の領域について述ߴていると考えࠇࠄる。この自分自身の領域についての述ߴ立てޟޔߪ聞߈手ሽ在ޠ

 。るࠇࠄ考え߇あることߢ必須߇

߹たޔ疑問表現の諸相についてޔ宮崎㧔2005㧕ޔߪ疑問文߇聞߈手に情報を要求ߔるߛけߢあるߥ

ޔ疑問文の意味の㆑いの説᣿にߥた様々ߒている。そうߒいとߥߪある必要ߢ多用߇疑問文の形式ޔࠄ

聞߈手ߥߪߢく話ߒ手の認識及び್断のあࠅ方に注目ޔߒ特にޔ疑いと確認要求の疑問文に焦点を当

てている。さࠄに宮崎ࡠ࠳ޟޔߪウޠの用法についてޟޔ文ᧃ+ਅ降調+対話ޠというケ࡯スߪߢផ㊂

用法߽確認要求用法߽成立ߔること߇指摘ߒている。このこと࠳ࡁߪ文以外において߽ޔਅ降調と確

認要求߇結びつく一例とߥる。 

 

㧞．疑問と命઎࡮非㔍との類似性 

網 発話実験においてޔ相手に対ߒてޟ዆ߨるޟޠ๮઎ߔるޟޠ⽿めるޠという 3 つの状況の際にޔ文

ᧃのਅ降調߇みࠇࠄた。純粋ޟߥ質問ޠというᨒ組みߢいえ߫ޟ዆ߨるޠ場合のみにߥるޟޔ߇๮઎

行ὑの要求ߪ答える。๮઎ߢޠい㧛いいえߪޟߪ手߈た聞ࠇ๮઎さޔ場合において߽ޠるߔ
13
あ߽ߢ

るためޔこの事象ߪ妥当ߢあると言えࠃう。 

 

網  ޞ๮઎ޝޠ㧔ώ㧕ߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ

網  ޠたߒ߹ࠅ߆わޔいߪޟ

 

߹たޔ相手を⽿めて非難ߔる場合において߽ޔ謝罪ߔるߤߥの応答߇一般的ߢあࠈうޔ߇聞߈手ߪ

 。いߥߪߢ不可能というわけ߇ることߔ返答ߢޠい㧛いいえߪޟ

 

網  ޞ非難ޝޠ㧔ώ㧕ߛࠎ帰るࠄ߆߹いޟ

網  ޠ。ࠎߖ߹みߔ。ߔ߹ࠅ帰ޔいߪޟ

 

網 こࠇについてޔߪ相手に対ߔる否定的評価ということޝߪߢ非難ޞとߥるޔ߇↰㊁᧛㧔1990㧕の指

摘ߔるޟ⹣問ޠを含߻文ߢあޔ߫ࠇਅ降調߇現ޔࠇ聞߈手ߪޟ߇い㧛いいえߢޠ答えることߪ自然ߥ

現象ߢあるといえる。こうߒた事象ޔ߽ࠄ߆回答の要求߿確認要求を行う発話においてޠߛࠎ～ޟޔ

形式の࠳ࡁ文ޔߪߢਅ降調߇現ࠇるということ߇いえࠃう。 

 

 

                                                           
13 Halliday㧔1994㧕ޔߪߢ発話役割のうち߽ߞと߽基本的߽ߥのとߒて㧔γ㧕ޟਈえる㧔giving㧕ޠと㧔δ㧕ޟ要

求ߔる㧔demanding㧕ޠの߰たつ߇あࠇࠄߍる。この要求における交឵物߇㧔a㧕品物㧛行ὑߢあޟ߫ࠇ๮઎

㧔command㧕ޔޠ㧔b㧕情報ߢあޟޔ߫ࠇ質問㧔question㧕ޠという発話機能߇規定さࠇる。㧔p.101-102㧕 



－網…枯拙網－網

Χ．結論 

 

網 以਄ޔ文ᧃの音調についてޠߛࠎ～ޟޔという形式の࠳ࡁ文においてޔߪਅ降調߇質問にߥるのߢ

シ࡯ケ࠾ュࡒスコࡒるࠇࠄた発話の際に考えߒそうޔた。߹たߞ考察を行ޔとう仮説の߽と߆いߥߪ

ョンの要因を᣿߆ࠄにߴߔくޔవ行研究のᢛ理をޔߒ発話実験を行いޔ微妙ߥ文ᧃ音調の差に注目ߒ

調査を行ߞた。その結果ޔ次のこと߇᣿߆ࠄとߞߥた。 

 

㧝㧚ޠߛࠎ～ޟという形式の࠳ࡁ文においてޔߪイン࡯ࡀ࠻ションの形式ߪ一般的ߥ認識と異ޔࠅߥ

਄᣹調ߥߪߢくਅ降調߇質問の機能を果たߔ。 

 

㧞㧚質問に答える形ߪޟߢい㧛いいえߢޠ返答ߔるޔ߆相手߇帰ることを認識ߒて応答ߔる߆の差

 。関わる߇ション࡯࡟ュ࠺ޔッチの差以外にࡇションの࡯ࡀ࠻インޔߪ

 

この発話をవ行研究との関ㅪߢ૏置ߠけるޔࠄߥ聞߈手ޟ߇話ߒ手߇帰るޠと認識ߒた場合ޔ話ߒ

手ޟ߇聞߈手߇認識ߒていߞ߆ߥた事態ޠをឭ示ߒている࠳ࡁ文ということにߥること߇考えࠇࠄる。

一方ޔ話ߒ手ޟ߇相手㧔聞߈手㧕߇帰るޠことを዆ߨているとߔる場合ޔ話ߒ手ޟ߇認識ߒてい߆ߥ

ޠ対事的ޟ。ているߖて成立さߒ疑問文とޔߢることߔた内容をឭ示ߒその把握ޔߒを把握ޠた事態ߞ

 。るࠇࠄていると考えߒ機能を果たߥ対人的ޔࠄ߇ߥࠅ形式をとߥ

ここߢ起߈たࡒスコࡒュ࠾ケ࡯ションの要因の一つとߒてޔߪฬ嶋㧔2007㧕に指摘さࠇるࡁޡޟޔ

ߒ。るࠇࠄという点に関わると考えޠ߆ޢ他者ޡ߆ޢ手ߒた話ࠇቴ体化さޡ߇るឭ示の対象ࠃにޢ࠳

実態を解ߢけߛ文の研究࠳ࡁޔるという状況においてࠇと߽とࠄちߤޔᐔ叙文と߽疑問文と߽ޔߒ߆

᣿ߔるのߪ困難ߢある。 

こうߒたవ行研究を߰߹えޔ発話者の立場ޔࠄ߆意࿑ߤ߇のࠃうに音調に現ࠇるޔ߆発話音ჿを録

音ޔߒ分析を行ߞた。 

短文発話ߪߢ場面߿感情の設定をਈえることにޔࠅࠃ発話の意࿑ߤ߇のࠃうに音調に現ࠇるの߆を

目的とߒた߽のߢある。場面発話の実験ޔߪߢవ行の発話をฃけޔそࠇをߤのࠃうに解釈ߒ෻応ߔる

のޔ߆文⣂的ߥ解釈とޔ音調の実態の両方を観察ߒていߞた。ޟ短文発話ޠと㆑いޔ感情表現߿⺒み

方の指定をߥߒいためࠅࠃޔ自然ߥ内省を再現߈ߢると考えࠇࠄる。߹たޔ自然会話ߪߢ਄のੑつと

 。たߞ分析を行ޔߒ会話を録音ߥに自然ߕ場面߽บ詞߽ਈえޔ㆑いߪ

その結果࠳ࡁޔ文における質問文ߪਅ降調ߢ現ࠇること߇᣿߆ࠄにߞߥた。場面発話ޔߪߢ発話の

意࿑を意識ߒて発話ߒた߽ࠄうためޔ誇張さࠇる可能性߇あるޔ߇自然会話ߪߢ߶߷無意識的に発ߖ

 。あるߢた音調ࠇࠄ
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網 ߹たޔ場面発話の結果ޔࠅࠃ同ߓ文⣂߽ߢ異ߞߥた解釈߇さࠇ得ること߇᣿߆ࠄとߞߥた。つ߹ޔࠅ

作者の意࿑とߪ異ߞߥた解釈をさࠇ得るということߢあޔࠅ文⣂ߛけߪ発話の機能をቢ全にߪ捉え߈

 。うࠃいえ߇いということߥࠇ

網 こうߒた発話実験の結果とޔ文の機能とを関係ߠけ࠳ࡁޔ文の疑問文について再ᐲ検討ߒた結果ޔ

相手ߪޟࠄ߆い㧛いいえޠといߞた回答の要求߿確認要求を行う発話においてޠߛࠎ～ޟޔ形式のࡁ

 。言える߇るということࠇ現߇ション࡯ࡀ࠻ਅ降インޔߪߢ文࠳

相手に๮઎ޔい。発話実験においてߥいえߪとޠるߥ質問にޟ߇てߴߔ߫ࠇࠇ現ߢਅ降調ޔߒ߆ߒ

うにࠃߓにおいて߽同߈いとߥ߇質問の機能ޔࠅた通ࠇ現߇る場合と相手を⽿める場合に߽ਅ降調ߔ

ਅ降調ߪ出現ߒた。つ߹ޔࠅイン࡯ࡀ࠻ションにおけるࡇッチの高ૐ差ߛけޔ߇文の機能を担ߞてい

るとߪいえޔߕ文ᧃの持⛯ᤨ間長㧔duration㧕߿イン࠹ンシࠖ࠹の関わ߇ࠅ考えࠇࠄる。こうߒた結

果ޔࠄ߆質問と್断ߔるޔ߆そࠇ以外の機能と್断ߔる߆の差ޔߪイン࡯ࡀ࠻ションのࡇッチの差以

外に࠺ޔュ࡯࡟ションを含めた様々ߥ音響的特ᓽ߇関わること߇言える。 

੹後の課題とߒてࡑ࡞ࠜࡈޔン߿࠻イン࠹ンシߤߥࠖ࠹詳細ߥ音響分析߇ᱷさࠇている。੹回ߪ音

調の研究に的を絞ߞたためޔそこ߹ߢにߞ߆ߥࠄ⥋ߪたޔ߇詳細ߥ音響分析を行うことにࠅࠃޔࠅࠃ

ቴ観的࡯࠺ߥタに基ߠく研究߇期待さࠇる。他に߽ޔ発話者の内省と実際に現ࠇる音調との関係性と

いߞた点に関ߒて߽ޔ੹後の課題とߥる。 

߹たޔ音調と発話機能論との結び付߽߈大変興味深い߽のߢある。ߢߔに何ᐲ߽述ߴたࠃうにޔ本

研究ߢの発話実験の2ޟ㧚場面演ᛛޠにおいてࡇޔッチの様相ޔ持⛯ᤨ間長ޔイン࠹ンシޔ߇ߤߥࠖ࠹

異ߥるということ߇起こߞた。同ߓ文⣂においてޔ様々ߥ発話の઀方߇現ࠇたということޔߪ異ߞߥ

た認識߇行わࠇていたߢࠄ߆あると言えࠃう。文⣂ࠄ߆の発話機能の理論的ᨒ組に加えޔ音調の特性

を関ㅪさߖることޔߢ言葉の機能߿本質ࠅࠃ߇᣿確にߞߥてくる߽のと期待߈ߢる。 

 

ҋ用例出ౖҌ 

’枠枡網 年鑑代表シࠝ࡝࠽集㧔ᤋ人社㧕網 網ࠅࠃ
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